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議
長
あ
い
さ
つ

副
議
長
あ
い
さ
つ

片品村議会議長

千  明  道  太

片品村議会副議長

萩  原  正  信

　
こ
の
た
び
、
議
員
各
位
の

ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
片
品

村
議
会
議
長
の
要
職
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。
身
に
余
る

光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、

こ
の
重
責
を
果
た
す
た
め
、

渾
身
の
努
力
を
重
ね
て
参
り

ま
す
。

　
昨
年
来
か
ら
の
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま

ん
延
か
ら
、
世
界
中
が
災
い

に
巻
き
込
ま
れ
、
片
品
村
で

も
村
民
生
活
を
は
じ
め
、
経

済
活
動
ま
で
大
打
撃
を
受
け

て
お
り
ま
す
。
村
民
生
活
の

支
援
に
向
け
、
議
会
と
し
て

心
優
し
い
判
断
と
素
早
い
対

応
を
致
す
所
存
で
す
。

　
議
会
は
、
二
元
代
表
制
の

一
翼
を
担
う
大
切
な
機
関
と

し
て
、
行
政
と
は
常
に
緊
張

感
を
持
ち
な
が
ら
議
論
を
重

ね
、
村
民
の
声
を
受
け
、
村

政
に
反
映
す
る
と
と
も
に
、

議
会
に
求
め
ら
れ
る
役
割
が

果
た
せ
る
よ
う
、
議
員
の
力

を
結
集
し
、
こ
の
難
局
に
立

ち
向
か
っ
て
行
く
と
と
も
に

政
策
や
事
業
を
提
案
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
議
会
の
あ
り
方
が
問
わ
れ

て
い
る
今
、
議
員
一
人
一
人

が
資
質
の
向
上
に
努
め
、
村

民
に
期
待
さ
れ
、
そ
の
期
待

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
努
力

を
続
け
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
皆
様
の
さ
ら

な
る
ご
支
援
と
、
ご
協
力
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、

議
長
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
議
員
各
位
の
ご

推
挙
に
よ
り
、
副
議
長
の
大
役

を
仰
せ
つ
か
り
ま
す
こ
と
は
、

身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
職
の

重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
議
長
の
補
佐
役
と
し
て
、
村

政
発
展
に
努
め
る
と
と
も
に
、

公
平
か
つ
円
滑
な
議
会
運
営
に

努
め
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
い
ま
だ
、
収
束
の
目
処
が
た

た
な
い
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
で
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

進
み
平
穏
な
日
々
が
来
る
こ
と

を
願
う
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
皆
様
の
ご
指
導
と

ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ど
う
か
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　５月１４日開催の令和３年第２回

臨時議会では、議長に千明道太議員、

副議長に萩原正信議員が選出され、

各常任委員会及び議会運営委員会の

委員長・副委員長そして委員が選任

されました。

　また、議会広報編集特別委員会の

委員長・副委員長そして委員の選任

及び、利根東部衛生施設組合議員の

選挙、専決処分の報告、片品村固定

資産評価員の選任、片品村一般会計

補正予算等が提案され、いずれも原

案どおり可決しました。

臨 時 議 会 を 開 催
～議会構成決まる～
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◎北澤　佳子　○萩原　和典　千明　道太
　髙山　悦夫　　萩原　正信　星野　吉弥

◎狩野　孝夫　○後藤　眞平　飯塚　美明
　星野　栄二　　千明　　勉　鹿野　一郎

◎髙山　悦夫　○北澤　佳子　飯塚　美明
　星野　栄二　　萩原　正信　狩野　孝夫

◎千明　　勉　○星野　吉弥　北澤　佳子
　狩野　孝夫　　萩原　和典　後藤　眞平

総務観光常任委員会

産業民教常任委員会議会運営委員会

議会広報編集特別委員会

　議員相互の連携、研鑽を図り、さらなる村づくり

のために努力して参りますとともに、開かれた議会

活動に努め、議会としての役割を果たして参ります。

　これからもよろしくお願いいたします。

        　　　　　　      　  　（委員長　千明　　勉）

　このたび、所管課が変更となり５月臨時会に
於きまして、委員各位のご推挙をいただき、総
務観光常任委員長に就任いたしました。
　ワクチン接種も村内で始まっていますが、新
型コロナウイルス感染症の影響が今だ予断を許
しません。
　このような状況下ではありますが、委員全員
新たな気持ちで取り組んでいきたいと思います
ので、村民の皆様のご指導、ご協力をよろしく
お願いいたします。
  　　　　　　　       　（委員長　北澤　佳子）

　６名のメンバーで力を合わせ「議会だより」

発行を担当します。

　議会のことや議会活動などを村民の皆様に、

わかりやすく的確に伝えられるよう努力して参

りますので、よろしくお願いいたします。

　　　　　　  　　　　  （委員長　髙山　悦夫）

　５月臨時会に於きまして、産業民教常任委員
長に就任いたしました。主な所管は、農林建設
課、保健福祉課、教育委員会、給食センターです。
　新型コロナウイルスが猛威を振るう中、ワク
チン接種も高齢者の皆さんを中心に進められて
おりますが、まだまだ予断を許せません。
　国からの補助金支援で様々なコロナ対策事業
を村当局に行って頂いておりますが、さらなる
支援策やインフラ整備、子育て支援、教育事業
等について委員会一丸となり、施策の提案など
も行っていきます。
　1 年間、よろしくお願いいたします。
　　　　　　　　　　　（委員長　狩野　孝夫）

第２回臨時議会で決まったこと

専 決 処 分

同 意 事 項 人　  事

第２回臨時議会で決まったこと

■片品村税条例の一部改正

■令和３年度片品村一般会計
　補正予算（第１号）
　補正額2,700万円
　補正後の合計34億 4,800万円

■利根東部衛生施設組合議会議員の選挙
星野　栄二　飯塚　美明　千明　　勉
萩原　和典　千明　道太

■次の者を片品村固定資産評価員に選任する
　ことが同意されました。
・星野孝行（鎌田）
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令和３年度　６月補正予算

令和２年度　一般会計繰越明許費繰越計算書

主な一般会計補正内容

歳　　　入

歳　　　出

会  計  名 歳入歳出補正前 補  正  額 補  正  後

（単位：千円）

一般会計（第２号） 3,448,000 3,500,37452,374

項　 目 事　業　名 金　額 翌年度繰越額

（単位：千円）

総 　 務 　 費

衛 　 生 　 費

農林水産業費

商 　 工 　 費

土 　 木 　 費

教 　 育 　 費

総　務　費

民　生　費

衛　生　費

商　工　費

消　防　費

教　育　費

社会保障・税番号制度システム整備費補助事業

新型コロナウイルス予防接種事業

ＫＧＳ森林情報整備業務

航空写真データ背景図取込業務

観光・シティープロモーション活動事業

交通支援事業

片品村内外観光サイン看板工事

細工屋橋　橋梁耐震・耐荷補修工事

細工屋橋　橋梁補修・耐震・耐荷補修工事設計書

作成業務委託

片中校庭夜間照明ＬＥＤ改修工事

1,304

3,247

2,728

297

47,000

9,000

4,762

34,600

4,200

17,450

11,351

8,863

2,728

297

49,000

10,000

7,270

53,000

4,200

17,450

（単位：千円）

地方交付税

国庫支出金

県 支 出 金

雑　収　入

普通交付税

新型コロナウイルスワクチン対策費国庫負担金

国立公園等資源整備事業費補助金

特定感染症検査等事業費補助金

学校保健特別対策事業補助金

愛郷ぐんまプロジェクトと連携した地域限定

クーポン券等の付与事業費補助金

群馬県市町村振興協会コミュニティ事業助成金等

新型コロナウイルス特別対策事業等

社会福祉事業

新型コロナウイルスワクチン接種事業等

地域限定クーポン券等の付与事業等

発電機購入事業

小学校遊具整備事業等

22,982

6,831

1,500

6,081

230

11,000

3,750

19,105

264

12,920

15,250

2,789

2,046

６月議会定例会で決まったこと６月議会定例会で決まったこと
　令和３年第3回片品村議会定例会（6月議会）
を6月 4日から 11日までの8日間にわたり開
催しました。
　執行部からは「令和３年度一般会計補正予算」
及び「繰越明許費繰越計算書の報告」「条例の制
定及び一部改正」等が提案されました。

　その後議会は、、予算説明会、各常任委員会を
開催し本会議で審議のうえ、全ての議案を可決
しました。
　また、議員発議により戸倉ダム建設の調査・
研究特別委員会設置と、委員長・副委員長そして
委員の選任が行われ、原案どおり可決されました。
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令和２年度　下水道事業等特別会計繰越明許費繰越計算書

項　 目 事　業　名 金　額 翌年度繰越額

（単位：千円）

建 　 設 　 費

北部浄化センター増設実施設計業務

北部浄化センター線　道路改良工事

下水道処理区マンホール蓋交換工事

20,250

14,700

8,700

23,271

22,000

8,700

受　理
年月日

令和３年

5 月 18 日

陳情第３号

尾瀬高校ハートフルのホスト

ファミリーへの片品村の支援

についての陳情書

片品村花咲 2797-496

ペンション銀河

梅木誠

片品村花咲 911

民宿　山太屋　山崎カツ子

片品村花咲 1585-60

ペンションポップコーン

佐久間真樹子

産業民教

常任委員会
採 択

件　　名 陳  情  者 付託委員会 審議結果

６月定例会において審議された陳情は、下記のとおり決定しました。

陳 情  審  議  結  果  一  覧  表

条例の制定・改正・一部改正

件　　　名 概　　　要

特別職の職員で常勤のものの給与の特例に関す
る条例について

押印の見直しに伴う関係条例の整備に関する条
例について

片品村公告式条例の一部を改正する条例に
ついて

令和３年６月１日から令和３年８月 31 日までの間、
特例として、村３役の給与について１０％の減額を
行うもの

村民等の負担の軽減及び利便性の向上を図るため、
行政手続における押印の廃止及び署名の見直しを行
うため、関係する条例を改正するもの

須賀川、中井及び古仲の３カ所の告示用掲示板につい
て、誠道公民館、下小川集会所及び土出公民館の敷地内
へ移設する手続きとして、条例の一部を改正するもの
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村
政
を
問
う
！

一 

般 

質 

問

　
当
村
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

も
、
５
月
　
日
以
降
　
歳
以
上
の

対
象
者
か
ら
始
ま
り
　
月
末
に
は

全
村
民
完
了
予
定
と
伺
い
、
一
安

心
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
又
、
県

内
市
町
村
議
会
定
例
会
も
多
く
が

開
催
さ
れ
、一
般
質
問
も
質
問
者
数

等
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
他
の
市
町
村
議
員
に
劣
る
こ
と

な
く
精
一
杯
、
質
問
と
提
案
を
し

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
事
業
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金

に
つ
い
て

星野  吉弥 議員

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に
係

る
本
村
の
事
業
は
、
項
目
数
で
　

事
業
、
総
事
業
費
に
つ
い
て
は
、

令
和
３
年
度
に
繰
り
越
し
て
、
現

在
も
実
施
し
て
い
る
事
業
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
実
績
値
で
は
お
答
え

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
約

３
億
１
千
万
円
を
見
込
ん
で
お
り

ま
す
。
う
ち
、
す
べ
て
が
国
の
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
を
財
源
と
し

て
充
て
ら
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

︵
村
長
︶

答　
昨
年
５
月
、
住
民
の
生
活
支
援

と
し
て
、
全
村
民
を
対
象
と
し
て
、

１
人
に
つ
き
１
万
円
分
の
商
工
会

商
品
券
の
給
付
を
行
い
、
同
じ
く

昨
年
　
月
か
ら
は
、
村
内
経
済
の

活
性
化
と
村
内
消
費
喚
起
の
た
め
、

﹁
が
ん
ば
る
片
品
村
民
応
援
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
事
業
﹂
と
し
て
、

プ
レ
ミ
ア
ム
率
１
０
０
％
の
商
品

券
を
発
行
し
ま
し
た
。
こ
の
２
つ

の
事
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
実
施

し
た
村
の
独
自
事
業
の
中
で
も
、

村
民
の
皆
様
か
ら
特
に
好
評
で
あ

り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
商
品
券
事

業
は
、
県
内
の
い
く
つ
か
の
市
町

村
に
お
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
実
施

さ
れ
る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
は
、

昨
年
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
の
大
部
分
を
繰
り
越
し
て
実
施

す
る
も
の
で
す
。

　
今
後
、
こ
う
し
た
事
業
を
行
う

に
は
、
財
源
の
確
保
が
必
要
と
な

っ
て
参
り
ま
す
。
た
だ
し
、
議
員

ご
提
案
の
と
お
り
、
高
齢
者
や
若

者
へ
の
支
援
の
必
要
性
は
十
分
に

感
じ
て
お
り
、
昨
年
度
に
実
施
し

た
商
品
券
事
業
の
よ
う
な
施
策
が
、

有
効
か
と
も
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
一
般
財
源
を
充
当
し
た
、
村
の

単
独
予
算
に
よ
る
執
行
も
視
野
に

入
れ
、
さ
ら
に
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
今
後
の
感
染
状
況
も
考
慮

し
な
が
ら
、
様
々
な
支
援
策
を
検

討
し
て
参
り
ま
す
。

︵
村
長
︶

知
ら
せ
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
改

め
て
制
度
に
つ
い
て
ご
説
明
し
、

区
へ
の
還
元
金
は
各
区
で
実
施
す

る
事
業
等
に
、
自
由
に
活
用
で
き

る
こ
と
な
ど
周
知
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
ま
た
、
機
会
を
見
て
村
外
の
知

人
や
親
戚
、
同
窓
会
や
宿
泊
客
と

い
っ
た
方
々
へ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

配
布
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
引
き

続
き
積
極
的
に
幅
広
く
お
願
い
を

し
て
参
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
村
が
策
定
し
た
計
画

に
対
し
、
企
業
が
寄
付
を
す
る
と

税
額
控
除
の
軽
減
措
置
が
受
け
ら

れ
る
﹁
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
﹂

の
導
入
も
今
後
検
討
し
て
お
り
、

多
く
の
企
業
に
対
し
、
広
く
募
集

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
毎
年
、
寄
附
金
額
は
増
加
し
て

お
り
、
今
後
も
、
魅
力
的
な
返
礼

品
を
随
時
追
加
す
る
と
と
も
に
、

よ
り
効
果
的
な
宣
伝
に
努
め
、
寄

附
金
の
さ
ら
な
る
増
加
に
つ
な
げ

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

答　
令
和
元
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税

寄
附
金
は
、
表
の
と
お
り
で
あ
り
、

件
数
、
金
額
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
増

加
し
て
い
ま
す
。

︵
別
表
　
図
ー
１
︶

︵
村
長
︶

答　
各
区
に
お
け
る
ふ
る
さ
と
納
税

の
紹
介
の
状
況
は
別
表
︵
図-

２
︶

の
と
お
り
で
す
。
広
報
５
月
号
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
寄
附
金

額
合
計
及
び
区
へ
の
還
元
額
に
つ

き
ま
し
て
は
、
令
和
２
年
１
月
か

ら
　
月
ま
で
の
実
績
額
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
寄
附
金
を
増
加
さ
せ
る
た
め
の

手
立
て
、
取
り
組
み
に
つ
い
て
で

す
が
、
寄
付
金
の
区
へ
の
還
元
制

度
に
関
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

も
、
区
役
員
会
議
や
広
報
等
で
お

︵
村
長
︶

　
多
岐
に
わ
た
る
村
民
支
援
策
に

つ
い
て
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
喜
ん

で
い
る
と
思
い
ま
す
。
一
般
財
政

も
限
り
が
あ
り
ま
す
が
、
当
村
か

ら  ｢

コ
ロ
ナ
よ
、
お
さ
ら
ば｣ 

の
、

気
概
を
持
っ
て
支
援
策
の
検
討
を

お
願
い
し
ま
す
。

星
野
吉
弥
議
員

　
よ
り
一
層
の
ア
イ
デ
ィ
ア
工
夫

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
私
か
ら

の
提
案
と
し
て
村
民
の
意
見
や
、

将
来
を
担
う
片
中
生
へ
の
ア
イ

デ
ィ
ア
募
集
や
、 ｢

税
と
暮
ら
し｣

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が ｢

中
学
生
議

会｣ 

で
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
提
言

を
い
た
だ
け
れ
ば
村
民
の
関
心
も

少
し
づ
つ
浸
透
し
て
い
く
と
思
い

ま
す
。

星
野
吉
弥
議
員

 

　
︵
１
︶
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

臨
時
交
付
金
等
で
対
応
し
た
事
業

の
項
目
数
及
び
、
総
事
業
費
額
は

ど
の
位
に
な
り
ま
す
か
。

問

 

　
︵
２
︶
提
案
と
し
て
村
民
一
律

若
し
く
は
、
介
護
保
険
料
負
担
者

の
う
ち
　
歳
以
上
の
高
齢
者
及
び

高
校
生
以
下
の
子
供
達
等
を
対
象

に
、
第
２
弾  ｢

応
援
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券｣  

等
の
支
援
策
を
講
ず
る

考
え
は
あ
り
ま
す
か
、
他
の
議
員

も
思
い
は
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問

目
と
な
り
ま
す
。
当
初
数
年
間
の

寄
付
額
は
数
百
万
円
程
度
で
し
た

が
、
平
成
　
年
に
﹁
ふ
る
さ
と
納

税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
﹂
が

創
設
さ
れ
急
激
に
寄
付
件
数
・
金

額
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
寄
付
金
の
件
数
及

び
金
額
は
令
和
元
年
比
較
で
ど
の

様
な
数
値
か
伺
い
た
い
。

 

　
︵
１
︶
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、

平
成
　
年
よ
り
導
入
さ
れ
、
　 

年

問

 

　
︵
２
︶
各
区
紹
介
分
実
績
が
広

報
５
月
号
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
が
、

各
区
の
取
扱
件
数
等
並
び
に
今
後

も
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
を
増

加
さ
せ
る
た
め
の
、
手
立
て
取
組

案
等
伺
い
た
い
。

問

12

12

24

43

6510

75

20

13

27

一  般  質  問



7 一  般  質  問

答　
第
２
期
群
馬
県
高
校
教
育
改
革

推
進
計
画
は
県
全
体
の
課
題
克
服

へ
向
け
た
計
画
で
あ
り
、
利
根
沼

田
す
べ
て
の
高
校
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

　
管
内
市
町
村
の
動
向
は
も
と
よ

り
、
各
教
育
委
員
会
の
意
見
交
換

な
ど
で
得
た
情
報
や
片
品
村
教
育

委
員
の
考
え
を
集
約
し
、
尾
瀬
高

校
内
の
組
織
で
あ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
同

窓
会
・
活
性
化
委
員
会
な
ど
へ
情

報
提
供
し
、
地
元
に
と
っ
て
必
要

不
可
欠
な
学
校
で
あ
る
尾
瀬
高
校

存
続
へ
向
け
て
の
協
力
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

︵
教
育
長
︶

第
２
期
群
馬
県
高
校
教
育
改
革

推
進
計
画
に
つ
い
て

 

　
︵
１
︶
群
馬
県
で
は
本
年
３
月

に
、 ｢

第
２
期
群
馬
県
高
校
教
育
改

革
推
進
計
画｣ 

を
策
定
し
ま
し
た
が

現
在
、
利
根
沼
田
地
区
に
５
校
　

学
級
あ
り
ま
す
が
、
令
和
　
年
度

に
於
い
て
は
５
〜
２
校
　 

〜
９
学

級
の
計
画
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

尾
瀬
高
校
は
地
元
に
と
っ
て
必
要

不
可
欠
な
学
校
と
考
え
ま
す
。
存

続
に
向
け
て
今
後
、
近
隣
市
町
村

・
同
窓
会
・
活
性
化
委
員
会
と
の

連
携
し
た
運
動
と
、
手
法
等
考
え

を
伺
い
ま
す
。

問

　
尾
瀬
高
校
は
利
根
・
片
品
両
村

の
強
い
要
望
活
動
に
よ
り
昭
和
　

年
４
月
沼
田
分
校
と
し
て
開
校
し
、

更
に
昭
和
　
年
４
月
１
日
武
尊
高

校
と
し
て
独
立
開
校
し
、
昨
年
度

末
迄
に
約
６
千
名
弱
の
卒
業
生
を

送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
半
数
近
く
は
当
村
出
身
の

卒
業
生
で
す
。
統
合
問
題
の
質
問

は
、
村
民
の
皆
様
へ
の
情
報
提
供

の
意
味
も
あ
り
ま
す
。
存
続
に
向

け
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

星
野
吉
弥
議
員

年度

令和元年度

令和２年度

1,584

2,105

52,833,500円

58,155,000円

件数  

521 件

金　額  　

5,321,500円

件数 金　額 前 年 比

別表（図−１）

別表（図−２）

※参考資料

小学校 中学校

1. 利根沼田地区中学校卒業見込者（第２期群馬県高校教育改革推進計画より抜粋数字）

2. 片品村の児童・生徒数（令和３年４月現在）

卒業年度

卒  業  見   込  者  数

増減（令和３年３月比）

641 553

−88

484

−157

400

−241

令和３年３月 令和８年３月 令和１３年３月 令和１７年３月

３. 片品中学校・高校進学先一覧表

卒業年度

平成 30 年度

令 和 元 年 度

令 和 ２ 年 度

41

24

36

20

6

18

3

5

4

4

2

7

6

4

2

4

1

2

3

4

3

1

2

0

進学者数 県内
尾瀬高 沼高 沼女 利根実 利根商

県外
利根沼田管内

１年

17

２年

21

３年

22

４年

30

５年

24

６年

31

合計

145

１年

24

２年

28

３年

27

合計

79

１区

２区

３区

４区

５区

６区

７区

８区

合計

49

1

9

12

7

10

1

15

104

693,000

48,000

1,245,000

589,000

688,000

1,085,000

10,000

349,000

4,707,000

207,900

14,400

373,500

176,700

206,400

325,500

3,000

104,700

1,412,100

件数 寄付金額 区還元額

（単位：円）

16

13
13

43

37
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答

答

協
議
事
項

問　
　
サ
エ
ラ
跡
地
の
太
陽
光
の

固
定
資
産
税
は
確
定
し
ま
し
た

か
、
そ
の
場
合
の
税
額
と
、
ま

た
国
保
税
の
減
免
に
対
す
る
申

請
件
数
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
の

か
、
そ
ち
ら
に
つ
い
て
も
件
数

と
金
額
が
わ
か
れ
ば
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

問　
　
６
月
定
例
会
お
い
て
、
議

員
発
議
で
戸
倉
ダ
ム
建
設
の
調

査
・
研
究
特
別
委
員
会
を
設
置

す
る
が
、
総
合
計
画
を
担
当
す

る
村
づ
く
り
観
光
課
と
、
地
域

防
災
計
画
と
国
土
強
靭
化
の
対

策
事
業
を
担
当
す
る
総
務
課
に

特
別
委
員
会
に
関
係
所
管
課
と

し
て
同
席
し
て
運
営
に
当
た
れ

ば
と
思
う
が
、
行
政
側
の
考
え

を
お
聞
き
し
た
い
。

問　
　
尾
瀬
ブ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て

で
す
が
、
道
の
駅
で
コ
ー
ナ
ー

を
作
っ
て
は
ど
う
か
。
村
や
観

光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
が
見
当
た
ら
な
い
の
で
も
っ

と
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

問　
　
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
を
こ

れ
か
ら
や
っ
て
い
く
中
で
、
片

品
村
と
し
て
の
コ
ロ
ナ
対
策
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
す
が
、
開

催
に
つ
い
て
ど
う
い
う
見
解
を

持
っ
て
い
る
か
お
聞
き
し
た
い
。

︵
住
民
課
長
︶

　
工
事
は
全
て
終
了
し
て
、
売

電
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　
土
地
の
固
定
資
産
税
の
課
税

に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度
か

ら
始
ま
っ
て
お
り
、
令
和
３
年

度
の
分
も
課
税
し
て
お
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
の

関
係
に
つ
い
て
は
、
減
免
の
申

請
件
数
が
　
件
で
、
そ
の
う
ち

対
象
件
数
が
　
件
で
す
。
金
額

に
つ
い
て
は
、　 

件
の
合
計
が

３
百
　
万
４
千
２
百
円
で
あ
り

ま
す
。

答
︵
村
長
︶

　
村
の
体
制
は
各
課
一
体
と
な

っ
て
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
す
の
で
、
委
員
会
か
ら
依
頼

が
あ
れ
ば
関
係
す
る
課
の
職
員

を
同
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
と
に
か

く
村
で
一
体
と
な
っ
て
建
設
し

て
欲
し
い
と
い
う
姿
勢
が
一
番

大
事
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ

の
方
針
で
こ
れ
か
ら
や
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答
︵
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
︶

　
農
業
の
体
験
に
つ
い
て
は
、

農
林
建
設
課
や
生
産
者
団
体
と

も
協
議
を
し
て
検
討
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
の
ぼ
り
旗
に
つ
い
て
も
来
村

し
た
方
の
目
に
留
ま
り
や
す
い

施
策
だ
と
思
い
ま
す
。
い
つ
も

来
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
は
雰

囲
気
が
変
わ
っ
た
と
か
、
初
め

て
来
る
方
は
他
と
違
う
印
象
を

持
っ
て
い
た
だ
い
て
、
村
全
体

が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
雰
囲
気

を
感
じ
て
も
ら
え
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
検
討
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

答
︵
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
︶

　
道
の
駅
の
尾
瀬
ブ
ラ
ン
ド
の

コ
ー
ナ
ー
は
現
在
、
設
け
て
い

ま
せ
ん
。
認
定
さ
れ
た
　
品
目

の
う
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
道
の
駅

の
組
合
員
な
の
で
、
商
品
を
提

供
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
コ
ー
ナ

ー
を
作
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
Ｐ
Ｒ
に

つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、
掲
載

が
な
く
て
Ｐ
Ｒ
不
足
の
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
だ
け
で
な
く
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
方

法
を
使
っ
て
認
知
度
を
高
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ

い
て
は
早
急
に
対
応
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

︵
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
︶

　
イ
ベ
ン
ト
に
つ
き
ま
し
て
は
、

感
染
対
策
が
で
き
れ
ば
開
催
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
主
催
者
か
ら
の
依
頼
が
あ
っ

た
場
合
は
、
ま
ず
は
感
染
対
策

の
確
認
を
重
視
し
て
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

所
管
事
務
に
つ
い
て

問　
　
農
業
と
観
光
に
つ
い
て
の

提
案
で
す
が
、
農
業
の
体
験
等

を
観
光
の
目
玉
に
し
た
ら
ど
う

か
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
新
鮮
野

菜
等
の
宣
伝
を
す
る
た
め
に
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
ぼ
り
旗
を
作
る
等
、

特
に
目
を
引
く
よ
う
な
宣
伝
文

句
を
考
え
た
り
し
て
は
ど
う
か
。

44

30

20
20

70

（
委
員
長
　
北
澤
　
佳
子
）

常 任 委 員 会
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常任委員会

協
議
事
項

意
見

　
全
国
各
地
か
ら
尾
瀬
高
等
学

校
に
通
う
自
然
環
境
科
の
ハ
ー

ト
フ
ル
制
度
利
用
の
生
徒
の
多

く
が
片
品
村
の
住
民
と
な
り
、

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
、
飲
食

店
、
理
髪
店
な
ど
の
多
く
の
店

舗
で
消
費
し
、
地
域
経
済
に
も

貢
献
し
て
お
り
、
将
来
片
品
村

に
住
む
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

全
国
的
に
も
珍
し
い
ハ
ー
ト
フ

ル
制
度
と
片
品
村
に
と
っ
て
必

要
不
可
欠
な
尾
瀬
高
等
学
校
を

存
続
さ
せ
る
こ
と
は
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
本
陳
情
の
趣
旨

を
理
解
し
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
へ
の
支
援
を
検
討
す
べ
き
で

あ
り
、
採
択
と
す
る
。

問　
　
昨
年
度
、
議
員
全
員
と
各

区
長
さ
ん
の
立
会
い
の
下
、
重

点
要
望
事
項
の
箇
所
の
現
地
視

察
を
行
っ
た
が
、
そ
の
箇
所
の

進
捗
状
況
と
今
後
の
整
備
予
定

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

問　
　
５
月
　
日
の
上
毛
新
聞
で
、

児
童
相
談
所
が
昨
年
受
け
た
児

童
虐
待
相
談
件
数
の
記
事
が
掲

載
さ
れ
て
い
た
が
、
片
品
村
で

虐
待
相
談
や
通
報
の
情
報
は
あ

る
の
か
。

問　
　
閉
山
し
た
根
羽
沢
鉱
山
に

つ
い
て
、
産
業
遺
産
や
歴
史
探

究
、
尾
瀬
の
も
う
一
つ
の
楽
し

み
方
と
い
っ
た
よ
う
な
観
光
資

源
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、

そ
の
史
料
収
集
や
調
査
を
し
て

み
て
は
ど
う
か
。

答
︵
農
林
建
設
課
長
︶

　
重
点
要
望
に
つ
い
て
は
８
行

政
区
で
　
項
目
あ
り
ま
し
た
。

　
　
項
目
中
、
実
施
済
み
が
５

項
目
。
今
年
度
予
算
計
上
等
で

実
施
予
定
が
６
項
目
。
現
地
確

認
等
の
検
討
事
業
が
４
項
目
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

答
︵
村
長
︶

　
利
根
沼
田
の
中
で
は
沼
田
市

と
み
な
か
み
町
は
導
入
済
み
で
、

片
品
村
と
川
場
村
と
昭
和
村
は

未
導
入
に
な
っ
て
い
ま
す
。
予

算
的
な
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、

現
在
未
導
入
の
郡
内
の
自
治
体

と
も
連
絡
、
調
整
を
取
り
な
が

ら
、
今
後
、
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

答
︵
保
健
福
祉
課
長
︶

　
今
受
付
を
し
て
い
る
の
は
高

齢
者
の
み
で
す
が
、
希
望
し
な

い
人
に
つ
い
て
は
、
現
在
把
握

は
し
て
い
ま
せ
ん
。

今
現
在
、　 

％
ぐ
ら
い
の
高
齢

者
の
方
の
接
種
の
予
約
が
入
っ

て
い
ま
す
。

　
内
訳
的
に
は
、
集
団
接
種
で

千
　
人
予
約
が
入
っ
て
い
て
、

率
に
し
て
　
　
９
％
で
す
。

　
個
別
接
種
の
片
品
診
療
所
と

星
野
医
院
に
つ
い
て
は
、
両
方

と
も
村
内
の
方
に
つ
い
て
は
百

　
名
程
度
ず
つ
の
予
約
が
入
っ

て
い
て
、
見
込
み
で
　
　
１
％

ぐ
ら
い
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
合
計
で
　
％
ぐ
ら
い
の
方
の

予
約
は
済
ん
で
い
ま
す
の
で
、

残
り
　
％
の
方
は
接
種
を
希
望

し
て
い
な
い
の
か
、
沼
田
市
内

の
病
院
に
予
約
を
し
て
い
る
の

か
、
確
認
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

答
︵
保
健
福
祉
課
長
︶

　
令
和
２
年
度
の
実
績
で
す
が
、

相
談
の
あ
っ
た
件
数
に
つ
い
て

は
、
児
童
数
で
　
名
、
そ
の
児

童
の
い
る
世
帯
は
５
世
帯
で
す
。

　
件
数
的
に
は
、
学
校
か
ら
４

件
、
教
育
委
員
会
か
ら
２
件
、

家
族
か
ら
４
件
相
談
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

答
︵
教
育
長
︶

　
教
育
委
員
会
の
中
に
文
化
財

調
査
委
員
の
方
が
お
り
ま
す
の

で
、相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

答
︵
村
長
︶

　
学
術
的
な
価
値
は
あ
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
調
査
研
究
し
て

観
光
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

陳
情
に
つ
い
て

所
管
事
務
に
つ
い
て

問　
　
利
根
郡
内
の
市
町
村
で
も

公
共
工
事
の
発
注
業
務
を
電
子

入
札
に
移
行
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
取
り
巻
く
状
況
が
変
化
し

て
い
る
中
、
村
で
も
電
子
入
札

を
導
入
し
て
効
率
化
を
は
か
っ

て
は
ど
う
か
。

問　
　
今
行
わ
れ
て
い
る
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
、

接
種
を
希
望
し
な
い
と
い
う
人

の
把
握
が
で
き
て
い
ま
す
か
。

︻
令
和
３
年
陳
情
第
３
号
︼

　
尾
瀬
高
校
ハ
ー
ト
フ
ル
の
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
へ
の
片
品
村

の
支
援
に
つ
い
て
の
陳
情
書

26
.

（
委
員
長
　
狩
野
　
孝
夫
）

15

15

85

50
40

60

10

.
24

85

15
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戸倉ダム建設の
調査・研究特別委員会

戸倉ダム建設の調査・研究特別委員会

就
任
あ
い
さ
つ

趣
旨
説
明

　

６
月
定
例
議
会
に
お
い

て
、
千
明
勉
議
会
運
営
委

員
長
よ
り
﹁
戸
倉
ダ
ム
建

設
の
調
査
・
研
究
特
別
委

員
会
﹂
設
置
の
発
議
が
あ

り
、
全
員
賛
成
で
可
決
さ

れ
、
そ
の
委
員
長
に
互
選

さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成　

年
に
建
設
中
止

と
な
っ
た
戸
倉
ダ
ム
を
令

和
３
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

﹁
国
土
強
靭
化
の
た
め
の

５
か
年
加
速
化
対
策
事
業
﹂

を
活
用
し
て
、
治
水
目
的

で
の
建
設
の
見
直
し
及
び

村
民
の
意
向
、
そ
の
必
要

性
に
関
す
る
事
項
の
調
査

・
研
究
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
村
民

の
皆
様
の
ご
理
解
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

﹁
戸
倉
ダ
ム
建
設
の
調
査

・
研
究
特
別
委
員
会
﹂
設

置
の
趣
旨
説
明
は
次
の
と

お
り
で
す
。

  

〜 
新
し
い

　
　
　

取
り
組
み
へ 

〜

　

戸
倉
ダ
ム
は
、
昭
和　

年
頃
か
ら
計
画
が
始
ま
り
、

利
水
・
治
水
の
共
同
事
業

と
し
て
水
資
源
機
構
に
よ

り
、
片
品
川
、
利
根
川
の

洪
水
調
節
及
び
、
埼
玉
県
、

東
京
都
等
へ
の
水
道
用
水

の
供
給
を
目
的
と
し
て
計

画
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
、
建
設
事
業

に
着
手
し
、
平
成　

年
に

環
境
影
響
評
価
に
着
手
、

平
成　

年
に
環
境
影
響
評

価
書
公
告
縦
覧
を
行
い
、

平
成　

年
ま
で
、
一
部
の

付
け
替
え
道
路
等
の
工
事

を
実
施
し
ま
し
た
。

〜 
計
　
画 

〜

　

本
年
、
令
和
３
年
度
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
、
﹁
国

土
強
靭
化
の
た
め
の
５
か

年
加
速
化
対
策
事
業
﹂
の

重
要
対
策
で
は
、
﹁
近
年

の
頻
発
化
、
激
甚
化
す
る

水
災
害
に
対
応
す
る
た
め
、

豪
雨
災
害
対
策
と
し
て
流

域
治
水
と
い
う
新
し
い
取

り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。﹂

　

集
水
域
に
治
水
ダ
ム
を

建
設
し
て
、
洪
水
流
量
を

貯
め
る
こ
と
に
よ
り
、
河

川
に
集
ま
る
洪
水
の
ピ
ー

ク
流
量
を
カ
ッ
ト
す
る
こ

と
が
で
き
、
下
流
域
の
被

害
を
最
小
限
に
す
る
こ
と

に
有
効
で
あ
る
、
と
の
考

え
方
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

片
品
川
上
流
の
集
水
域

で
あ
る
戸
倉
地
域
に
治
水

目
的
の
ダ
ム
を
建
設
す
る

こ
と
は
、
片
品
川
流
域
は

も
と
よ
り
、
下
流
の
利
根

川
流
域
の
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
る
上
で
役
割
は
大

き
く
、
気
象
災
害
が
大
型

化
し
て
い
る
現
状
を
捉
え

て
、
再
度
﹁
戸
倉
ダ
ム
建

設
の
見
直
し
、
村
民
の
意

向
、
そ
の
必
要
性
を
調
査

・
研
究
す
る
﹂
た
め
設
置

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
平
成　

年　

月
、
大
口
の
事
業
費
を
負

担
す
る
埼
玉
県
が
﹁
水
需

要
の
縮
小
﹂
を
理
由
に
撤

退
を
表
明
、
東
京
都
等
も

追
随
し
、
最
終
的
な
中
止

が
決
ま
り
ま
し
た
。
中
止

と
な
り
ま
し
た
戸
倉
ダ
ム

の
計
画
で
は
、
総
貯
水
量

９
４
０
０
万
ト
ン
で
、
八

ッ
場
ダ
ム
の
９
割
の
規
模
。

湛
水
面
積
２
０
０　

で
、

八
ッ
場
ダ
ム
の
３
分
の
２

の
規
模
で
あ
り
ま
し
た
。

戸
倉
ダ
ム
の
予
定
地
は
水

没
人
家
が
無
く
、
土
地
の

取
得
も
進
み
、
片
品
村
住

民
は
完
成
を
願
っ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
計
画
時
の
建
設

費
用
は
１
２
３
０
億
円
の

予
算
規
模
で
あ
り
ま
し
た
。

15

47

15
62

ha

14

10

,

,

〜 

計
画
の
中
止 

〜
15

12

委 員 長　星野　栄二
副委員長　飯塚　美明・後藤　眞平
他全議員が委員

議会改革特別委員会活動報告
　令和元年５月に就任しました星野栄二議長より

“ 議会は執行部と緊張感をもち、切磋琢磨し、活発
な活動を行い、村民に開かれた議会としていきたい”
との議会改革の提案がありました。

　そして、『議会基本条例の策定と、村民の声を
議会活動に反映するためにアンケート調査を実
施したい』、この様な諮問があり、平成元年９月
に議会改革特別委員会を設置しました。

議会基本条例では ①村民に開かれた議会

②行政の監視および評価を行う議会

③政策立案や提言を行う議会 を３本柱としています。
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・戸倉ダムの建設推進のための調査・研究

　国土強靭化対策では、激甚化する気象災害の被害を最小限にするため、河川の流域治水

対策として、治水ダムの建設がある。

　そこで治水ダムとして、戸倉ダムの役割・必要性はどうなのか調査を

・新名所づくりのための調査・研究

　観光客を増やし、地場産業を活性化させる必要があるのでは。

・避難場所の電源に太陽光発電システムの導入についての調査・研究

　災害時の無停電化のための事業が、補助事業の対象になっています。

・村営・村有住宅の建設

　老朽化した公営住宅の建設が補助事業の対象になっています。

ワンポイント解説 “防災・減災、国土強靭化５か年加速化対策、１５兆円の事業規模”
　１２３項目の対策を、重点的・集中的に令和３年度より５か年の中で講じていく
国の重要政策です。

具体的な活動は
①について：開かれた議会とするため、定例会初日の模様をインターネット中継しています。

③について：  「国土強靭化対策」の中で、総合計画後期基本計画に利用できる国の補助事業
　　　　　　等を提案し、以下の項目が後期基本計画に追加となりました。

　これまでは、総務文教と観光産業の２つの常任委員会でし

たが、所管課の片寄りがあり、これを修正して同じ所管課数

とするため、令和３年４月より常任委員会が変更となりました。

　令和２年９月に村民の皆様にアンケート調査をお願いいたしました。

この調査の中で、議員定数・議員報酬について質問、その結果を参考に

協議、次の２案となり、賛成同数により現状維持との結果になりました。

アンケート調査結果

議員定数

多い　　　　４４％

現状でよい　４０％

議員報酬

高い　　　　２３％

現状でよい　４７％

・議員定数は１２名（現状で）、議員報酬は現状で（賛成６名）

　　　議会には２つの常任委員会があり、

　  　各委員会には６名の委員が必要

・議員定数は１０名、議員報酬はアップで（賛成６名）

　　　若い人が議員になりたいと思えるような

     　報酬にすることが必要

　２年間の議会改革特別委員会の活動報告です。紙面の都合により全てを報告できませんが、

片品村議会が、議会の活性化に積極的に取り組んできたことが評価され、令和３年２月に全

国町村議会議長会より表彰されました。

議会改革特別委員会　委員長　飯塚　美明

名　　称 課長職、合計人数所　　管 課の数

総務観光常任委員会
（委員数　６名）

○改正案

産業民教常任委員会
（委員数　６名）

総務課、住民課、むらづくり観光課、
選挙管理委員会、監査委員会の所管
に関する事務及び他に属さない事務

総務課長、住民課長、
むらづくり観光課長、
会計管理者の４名

３

３
農林建設課長、保健福祉課長、
教育委員会事務局長、
給食センター所長の４名

農林建設課、農業委員会、保健福祉
課、教育委員会の所管に関する事務

アンケート結果

お  知  ら  せ
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昨
年
、
村
民
の
皆
様
に

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
を
踏
ま
え
、
議
会
で

は
む
ら
づ
く
り
に
対
す
る

特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま

し
た
。
二
つ
の
分
科
会
に

分
か
れ
て
テ
ー
マ
を
設
定

し
、
調
査
研
究
、
提
案
を

行
う
も
の
で
す
。

　
片
品
の
地
の
利
を
活

か
し
た
山
ぶ
ど
う
の
栽

培
、
加
工
、
商
品
化
が

で
き
れ
ば
、
片
品
村
に

と
っ
て
魅
力
的
な
特
産

品
と
な
る
こ
と
を
目
標

と
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
県
の

普
及
セ
ン
タ
ー
等
の
指

導
を
い
た
だ
き
、
昨
年

十
二
月
、
苗
木
、
挿
し

木
用
の
枝
、
約
四
百
本

を
採
取
。
花
咲
と
越
本

に
試
験
農
場
を
準
備
し

て
、
そ
の
後
、
栽
培
の

先
進
地
で
あ
る
福
島
県

檜
枝
岐
村
を
視
察
し
、

四
月
三
十
日
、
垣
根
づ

く
り
、
苗
木
の
植
え
付

け
を
行
い
ま
し
た
。
現

在
育
成
状
況
を
観
察
中
。

産
業
民
教
分
科
会

テ
ー
マ

空
き
地
、
空
き
家
、

耕
作
放
棄
地
対
策

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

山
ぶ
ど
う
の
栽
培
と

特
産
品
の
開
発

むらづくりに対する特別委員会
～研究会リポート第１回～

むらづくりに対する特別委員会

　
自
然
豊
か
で
、
準
高

冷
地
か
ら
高
冷
地
帯
に

属
す
る
当
村
の
地
の
利

を
活
か
し
、
短
時
間
で

の
商
品
化
が
可
能
な
﹃
葉

っ
ぱ
﹄
の
販
売
と
﹁
働

く
喜
び
﹂
の
目
標
設
定

で
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
二
月

三
日
に
は
Ｊ
Ａ
片
品
等

と
の
打
合
せ
、
更
に
は
、

三
月
下
旬
に
東
京
都
豊

洲
市
場
で
の
勉
強
会
を

行
う
予
定
で
し
た
が
、

東
京
都
の
緊
急
事
態
宣

言
延
長
の
た
め
開
催
で

き
ず
、
条
件
緩
和
後
行

う
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
農
業
振
興
を

ス
ム
ー
ズ
に
図
る
た
め

の
﹃
農
政
懇
談
会
﹄
を

各
関
係
機
関
と
連
携
し
、

開
催
す
る
予
定
で
す
。

総
務
観
光
分
科
会

テ
ー
マ

何
を
す
べ
き
か

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

﹃
か
た
し
な
色
葉
﹄

　
　
　
　  

開
発

檜枝岐村役場で育てている山ぶどう

頂き物の単管で垣根を自作



※欠席議員は「−」で、議長は「＼」で表示

13 議案内容及び議決一覧・ようこそ有権者

第２回臨時議会の主な議案内容及び議決一覧

専決処分の報告

片品村固定資産評価員選任

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

報　告
第１号

同　意
第２号

令和３年度片品村一般会計補正予算
（第１号）

議　案
第31号

飯
塚 

美
明

千
明 

道
太

髙
山 
悦
夫

萩
原 
正
信

後
藤 

眞
平

千
明
　 

勉

星
野 

吉
弥

北
澤 

佳
子

星
野 

栄
二

鹿
野 

一
郎

狩
野 

孝
夫

萩
原 

和
典

議
員
名

議
決
結
果

議
案
内
容

議
案
番
号

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ゆう けん しゃ

ようこそ 有 権 者
Welcome １８歳からの選挙権

群馬県立尾瀬高等学校
普通科２年 林  　彪吾 さん

　
私
達
は
、　 

歳
か
ら
選

挙
権
を
持
つ
事
が
で
き
ま

す
。
選
挙
権
を
持
ち
、
行

使
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
は
、
自
分
が
今

考
え
て
い
る
こ
と
を
投
票

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
、
私
に
と
て
も
プ

ラ
ス
の
事
だ
と
思
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
自
分
と
似
た

考
え
の
立
候
補
者
に
自
分

の
思
い
を
託
し
て
、
今
以

上
に
良
い
生
活
を
送
る
チ
ャ

ン
ス
を
も
ら
う
こ
と
が
で

き
る
か
ら
で
す
。

　
で
も
、
実
際
に
投
票
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し

て
も
、﹁
ど
う
し
た
ら
良
い

の
か
分
か
ら
な
い
﹂
と
い

う
人
や
、﹁
選
挙
に
興
味
が

な
い
﹂
と
い
う
人
も
中
に

は
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
事
は
、
非
常
に

大
き
な
損
を
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
せ
っ
か
く
自

分
の
考
え
を
反
映
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
に
、
放
棄

し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
私
は
、
た
と
え
自

分
の
考
え
が
反
映
さ
れ
な

か
っ
た
と
し
て
も
、
実
際

に
投
票
し
て
み
る
と
い
う

行
動
が
と
て
も
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
自

分
の
意
見
が
反
映
さ
れ
れ

ば
自
分
が
思
う
新
し
い
生

活
を
送
れ
る
だ
け
で
は
な

く
、自
分
の
行
動
力
が
さ
ら

に
上
が
る
事
に
な
り
ま
す
。

　
選
挙
と
い
う
の
は
、
自

分
が
投
票
し
な
け
れ
ば
何

も
言
う
権
利
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
一

人
ひ
と
り
が
今
の
現
実
と

向
き
合
い
、
考
え
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
う
す
れ
ば
、
今
の
日
本

や
私
達
の
住
む
地
域
が
、

さ
ら
に
良
い
方
向
に
進
化

す
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅

広
い
意
見
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
私
は
、
し
っ
か
り

と
こ
の
事
に
向
き
合
っ
て

い
き
、今
何
が
で
き
る
の
か

を
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　
私
は
、
自
分
の
意
見
を

積
極
的
に
言
え
る
人
間
に

な
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

選
挙
権
を
得
た
ら
実
際
に

自
分
の
考
え
を
投
票
し
て

み
た
い
で
す
。

　
み
ん
な
で
自
分
の
考
え

を
投
票
し
て
、
日
本
や
私

達
の
住
む
地
域
を
変
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
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全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

議　案
第32号

議　案
第33号

議　案
第34号

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第３回定例議会の主な議案内容及び議決一覧

特別職の職員で常勤のものの給与の
特例に関する条例の制定

押印の見直しに伴う関係条例の整備
に関する条例の制定

片品村公告式条例の一部を改正する
条例

令和２年度片品村一般会計繰越明許
費繰越計算書

令和２年度片品村下水道事業等特別
会計繰越明許費繰越計算書

令和３年度片品村一般会計補正予算
（第２号）

戸倉ダム建設の調査・研究特別委員
会設置

報　告
第３号

報　告
第２号

議　案
第35号

発　議
第１号

飯
塚 

美
明

星
野 

栄
二

髙
山 

悦
夫

萩
原 

正
信

後
藤 

眞
平

千
明
　 

勉

星
野 

吉
弥

北
澤 

佳
子

千
明 

道
太

鹿
野 

一
郎

狩
野 

孝
夫

萩
原 
和
典

議
員
名

議
決
結
果

議
案
内
容

議
案
番
号



議 会 活 動 日 誌

７
月

６  

　
　
月

４ 

月

５
　
月

６  

月

議 会 活 動 14

発
行
　
片
品
村
議
会
　  

責
任
者
　
千
明
　
道
太
　  

編
集
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
　 

印
刷
所
　
笠
原
印
刷︵
有
︶

9 日

 〃  

 11 日

 〃  

 〃  

 〃  

 〃  

20 日

30 日

産業民教常任委員会

総務観光常任委員会

第３回議会定例会　閉会

議会改革特別委員会

むらづくりに対する特別委員会

戸倉ダム建設の調査・研究特別委員会

議会広報編集特別委員会

日光白根山山開き

利根東部衛生施設組合第２回臨時議会

2 日

4 日

 〃  

武尊山山開き

第３回定例会　開会

議会全員協議会（補正予算説明）
15 日 第５回片品村中学生議会

７日

 〃  

14 日

26 日

 〃  

23 日

議会運営委員会

議員会

第２回議会臨時会

議会運営委員会

議会全員協議会

金精道路開通式

むらづくりに対する特別委員会行政視察

議 会 活 動 日 誌

フか た し な トギ ラ リーオ ヤ

武尊山山開き 日光白根山山開き

視聴方法

９月議会を傍聴しませんか！

編  

集  

後  

記

http：//www.vill.katashina.gunma.jp/片品村ホームページＵＲＬ

編

集

委

員

長

髙
山  

悦
夫

　
山
々
の
緑
も
一
段
と
濃
さ
を
増
し
、

片
品
の
本
格
的
な
夏
の
訪
れ
を
感
じ

る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
第
２
回
臨
時
議
会
に
於

い
て
、
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。
村
民
の
皆
様
に

は
丁
重
な
ご
指
導
を
お
願
い
し
、
議

会
の
こ
と
や
議
会
活
動
な
ど
、
わ
か
り

や
す
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
議
会
だ

よ
り
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
、
世
の
中
に
は
コ
ロ
ナ
や
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
大

変
な
問
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
も
順
調
に

進
ん
で
お
り
、
僅
か
な
が
ら
明
る
い

兆
し
が
見
え
て
き
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
片
品
村
に
お
い
て
も
コ
ロ
ナ

や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
経
済
的
に
大
き

な
影
響
力
が
あ
り
一
日
も
早
い
収
束

を
望
ん
で
お
る
と
こ
ろ
で
す
。
人
口

減
少
や
高
齢
化
社
会
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
未
来
を
担
う
こ
ど
も
達
の

為
に
も
村
民
一
丸
と
な
り
、
平
穏
で

し
か
も
希
望
と
活
気
に
あ
ふ
れ
た
村

を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

議会広報編集特別委員会

委員長

副委員長

委  員

委  員

委  員

委  員

髙山　悦夫

北澤　佳子

飯塚　美明

星野　栄二

萩原　正信

狩野　孝夫

○傍聴のお知らせ 次回定例会は、９月９日（木）の予定です。

 一般質問は、開会初日です。なお、一般質問の質疑応答は片品村公式
ホームページ（HP）の議会録画中継にて動画を閲覧できます。

○議会録画中継について

 年４回の定例議会開会日の模様を動画（録画）配信していますので、是非ご覧ください。

 ☆携帯電話でもご覧いただけます。

①片品村ホームページ

トップ画面右側

「片品村議会　会議中継」

をクリック ②「会議名でさがす」「議員名でさがす」
どちらかをクリック

尾瀬の郷 片品村

片品村議会　会議中継

片品村観光情報片品村について

会議名でさがす 議員名でさがす

どちらかをクリック！

片品村ホームページ
片品村ホームページ

26日  〜 27日


